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  We have performed the endoscopy for gastrointestinal tracts in 913 cases or more using the Video

Endoscope system（Welch Allyn Co．， Ltd，）since March 1985． This system is mainly based on image

recording by VTR However， a hard copy from the CRT is often required． Oblique shutter bars appeared

in the picture of the CRT as shown in the photo l and the color was markedly different from the CRT，

when it was taken by Olympus OM2 camera according to the instructions of this system． We studied 10

varieties of 35 mm cameras and confirmed that no shutter bars appeared at a rate of 114 shutter speed

with the exception of one type（Table 1）． With regard to the color reproduction， we compared 2－system

films and found that Kodachrome provided better reproduction than Ektachrome． We selected Magenta

CC 30M out of 7 varieties of filters．

         はじめに

 電子内視鏡（electronic endoscope）は，観察用

にグラスファイバーを全く用いず，スコープ先端

に内蔵された光センサーより得られた電気信号

を，スコープ外のプロセッサーに伝えてモニター

テレビ（cathode・ray tube，以下CRT）で観察す

るという新方式の内視鏡である．その高解像力を

はじめとする多くの特長のため将来はファイバー

スコープに代わると予想されているが，現行の器

種の画像の記録方法はVTRによる動画記録が原

則であるため，16mmスチール写真フィルムに比

べてテープの収納により大きなスペースを要し検

討に長時間を費やすなどの問題がある．そのため

CRTからのハードコピー作成が必要と考え，一眼

レフカメラによるスチール写真の撮影について検

討したので報告する．

写真1

         方法と結果

 1．使用した電子内視鏡

 1985年3月7日以来，上部消化管用として米国

Welch Allyn社製ビデオエンドスコープ（Video

Endoscope⑪VE・81105， Welch Allyn Co．， Ltd．）

を導入し，さらにS状結腸用として同一システム

のVE・80065，全結腸用として同じくVE－80156を

用いている．これを同社製のビデオプロセッサー

VE・86005（写真1左）に接続し，さらにCRTと

してはソニー株式会社製トリニトロン⑪カラーレ

シーバーモニターCVM－13712台を，ビデオレ

コーダーはVHSとして松下電器産業株式会社製

マクロードAG－2220D 1台， Uマチックとしてソ

ニー博ｮ会社製ビデオカセットレコーダーVO・

56002台を用いている（写真1右）．

 2．35mm一眼レフカメラによるスチール写真

の撮影

 VideoEndoscope⑧の使用説明書によれぽイソ

スタグラフィックカメラ以外に35mlnカメラに

よっても，カメラをフードに装着固定しシャッ

タースピード最低15分の1から30分の1，絞り5．6

または8，レンズ25～70mmのズームレンズ，

フィルム感度ISO 200の撮影条件を目安にすれば

CRTからの撮影が可能であるとされている．しか

し，実際にこの条件でオリンパスOM2を用いて撮

影すると，写真2に示すような斜め方向の暗い線

（シャヅター・バー）が入ることが多く，また色調

もCRTのそれとは著しく異なっていた．そこで

われわれは以下のようにシャッター速度と色調再

現性などについて検討した．

 1）シャッター速度

 35mm一眼レフカメラで入手可能な10機種に
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写真2

ついて，シャッター速度をそれぞれ1／15，1／8，1／

4と変えてCRT画像を1機種当たり36～39コマ

ずつ撮影し，現像したフィルムについて医師1名

と内視鏡室技師1名がシャッター・バーとして共

に確認できるものを数えた（表1）．実際のシャッ

ター・バーはカメラの機種によって斜め方向のも

のの他に，水平方向のものも認められ，その頻度

はシャッター速度1／15で100～19％，1／8で

100～5％であったが，1／4では1機種を除いて全

表1 シャッター・バーの見られた数

shutter speed

35mm Camera
1／15 1／8 1／4

Nikon F2
14

R6
0 0

Nikon F3
32

R6

239

0

20 10
Nikon FE2

36 38
0

Nikon FM2
27

R6

838

0

Canon F1
736 537

0

Canon EF
17

R6

15

R7
0

01ympus OM4
38

R8

38

R8
0

Minolta XD
37

R7

35

R7

31

R6

Contax RTS
29

R6

337

0

Ricoh XR－P
18

R6

10

R8
0

Ricoh XR－P TV・PA・P 0

くシャッター・バーがみられなかった．

 2）色調再現性

 （1）リバーサルフィルム

 コダック社製エクタクロームとコダクロームの

2系列のリバーサルフィルムを比較し，前者は青

色調が強いのに対して後者は全体に赤色調が強調

されるので，CRTの色調に近いことを見い出し
た．

 （2）フィルターの選択

 CRTは常に紫外線を発していることから，コ

ダック・ゼラチン・フィルターのマゼンタCC 5

～40Mまでの7段階を検討して， CC 30Mが最も

CRTの色調に近いことを確めた．さらにCRT画

面の紫外線をカットするためのケンコー・TVCC

フィルターと前記のCC 30Mを比較したが，

TVCCの方が黄色調が強いため，最終的にCC 30

Mを通して撮影した画像が，肉眼所見にもっとも

近いことからこのフィルターを採用した．

 （3）カメラ

 コダクローム，マゼンタCC 30Mの条件下にお

ける35mm一眼レフカメラの機種間の色調の差

はほとんどなかった．

 3）その他

 使用説明書にはフリーズ機構による静止画面を

撮影するように指定されているが，ビデオデッキ

の一時停止機構のみによる静止画面あるいは動き

の速くない動画を前記の条件で35mm一眼レフ

カメラにより撮影し，良好なスチール写真を得て

いる．

         考  察

 電子内視鏡は，Hirschowitz1》以来発展してきた

ファイバースコープとは全く異なった新しい内視

鏡であり，1980年5月G廿ntherが第4回コーロッ

パ内視鏡学会でその構想を発表したのに始ま

る2｝．臨床での報告は1983年5月Sivakらのアメ

リカ内視鏡学会におけるWelch Allyn郷軍

VideoEndoscope⑪system（以下WAVE）による

大腸内視鏡検査，1983年9月Classenらのドイツ

内視鏡学会におけるWAVEによる消化管の内視

鏡検査が最初であった．

 わが国へは1983年12月丸山4）により胃と腸18巻
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図1 フォ一髪ルプレーン・シャッター，CRT走査線とシャッター・・ミーの関係

12号の誌上でWAVEが紹介され，さらに，1984年

11，月竹本は第28回日本消化器内視鏡学会総会の特

別講演で電子内視鏡の有用性に触れ，同総会医科

器械展示にWAVEが展示された．1985年5月の

第29回同学会総会および6月の第41回同関東地方

会では本門種の使用経験と国産二種の紹介が行な

われた．その後多くの発表が相次いでなされ今日

に至っているが，われわれも電子内視鏡の有用

性5），とくにその高解像力を主とする特長6）などに

ついて報告してきた．

 しかし，試作中の国産器種と異なり，1986年1

月現在発売されている唯一の器種であるWAVE

ではCRTからのハードコピーについては前述の

ような問題があった．

 CRTは525本の走査線が左から右に1本ずつ走

り，525本目が走り終わるのに1／60秒かかり，これ

をもう一度くり返してひとつの画面（frame）を描

くので一画面を作るのに1／30秒を要する．一眼レ

フカメラでCRT画面を撮影するには，1／30より

速いシャッター速度ではシャッター膜が横走りタ

イプのカメラでは斜め方向の，縦走りタイプでは

水平方向のシャッター・ノミーが生じる（図1）．一

般的なカメラのシャッター速度は，1秒，1／2秒，

1／4秒，1／8秒，1／16秒，1／32秒と倍々の数値で刻

まれているので，シャッター速度1／4秒では，1／60

秒で1フィールド伍eld）を描くCRTで整数倍の

15フィールド分になり，もしCRT側の1フィー

ルドを描く時間が正確に1／60秒でなくシャッ

ター・バーが生じても，15フィールドのうちの1

フィールドなので強い濃淡にならずに鮮明な画像

を得ることができた．今回検討した35mm一眼レ

フカメラはわれわれの入手可能なものを集めたも

のなので，それぞれの機種の実力を必ずしも表わ

しているとは限らないが，10種の中からはテレビ

画面用として発売されているRICOH XR－Pを好

んで用いている．

 色調の再現性については，コダクロームフィル

ムにマゼンタCC 30Mのフィルターを用いる条

件に一応は満足しているが，今後さらによりCRT

の色調に近い条件を探求していく予定である．

         むすび

 米国Welch Allyn社製VideoEndoscope⑧
systemを導；回し，消化管内視鏡検査を上部下部に

合わせて900例以上施行してきた（1986年1月現

在）が，CRTからのハードコピーの必要性を考え

その方法を検討したので報告した．

 稿を終わるにあたり，内視鏡検査室技師高橋 丞氏

の御協力に謝意を表わします．

 （本論文の要旨は第41回日本消化器内視鏡学会関東

地方会および第3回内視鏡パラメディカル研究会関

東地方会で発表した．）
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